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研究成果概要

今期は，リレースイッチの交換及び機能低下が伺われるバッテリーの交換作業を行って

停電時の観測継続時間延長を図った。宇宙線研究所の VPNサーバー交換により観測 PC

にとの通信ができなくなる問題が生じたが，宇宙線研究所スタッフのご協力により，無

事に通信をおこなう環境に戻すことができた。観測は 12月初旬に冬季の荒天によって停

止し，２月末時点で再開できていない。天候状況によるが，今年度は多少停止までの期

間が伸びた。

他方，南極昭和基地での宇宙線連続観測は順調に継続している。今年度はミューオン計

の拡張を行い，これまで１基であったミューオン計を２基体制にして観測を開始した。

利用率向上のための公開方法の検討は引き続き行っている。
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